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美術館概要 

 

 浜松市美術館は、１９７１（昭和４６）年７月に市制６０周年を記念し、静岡県内初

の公立美術館として浜松城公園内に開館しました。建設費のうち約１／３が市民の寄附

による市民参加の美術館です。 

 収蔵品の特色として内田コレクションを基礎とする１８～１９世紀の伝統的ガラス

絵が挙げられます。ガラス絵は、民衆的絵画（民画）の代表的なもので４８０点を所蔵

し、西洋・中国・日本と系統的に現代までの歴史をたどることができます。他に民画と

して、泥絵や「鬼の念仏」など大津絵の優品もあります。 

 また初代広重、葛飾北斎、歌川派などによる遠江ゆかりの浮世絵版画６７２点、中国・

高麗・李朝にわたる東洋陶磁、東洋の石仏・金銅仏合わせて３４１点は、民画とともに

コレクションの中心をなしています。 

 このほか北川民次や水野以文、秋野不矩、野島青茲ら静岡県出身の作家の作品、津田

青楓の晩年の書画をはじめ日本の近代絵画や２，５１４点の現代の版画なども収蔵され

ています。 

 ２０１９（平成３０）年３月には、トラックヤード増築・全館空調システムの改修が

完了したことで天候に左右されない作品の搬入・搬出、適切な管理が可能となりました。 
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Ⅰ 令和５年度 展覧会年間スケジュール 
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Ⅱ 展覧会事業 

１． 北斎展 －師と弟子たち－ 

種 別 特別展 

会 期 令和５年４月２２日（土）～令和５年６月１１日（日） 

休 館 日 月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日休館） 

主 催 浜松市 

共  催   静岡新聞社・静岡放送 

観 覧 料 一般：１,２００円（９６０円） 

大学生・専門学校生・高校生：８００円（６４０円） 

２０名以上の団体：１人あたり（ ）内の料金 

中学生以下：無料、７０歳以上：６００円 

障害者手帳等所持者及びその介護者１名：無料 

担 当 榛葉公作 

   

ポ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポスター           展示風景 

 

趣  旨 

葛飾北斎は、浮世絵師のなかでも特に人気が高い作家である。波瀾万丈な９０

年の生涯で、３０数回の改号、９３回もの引っ越し、常に借金に追われる生活

の中で、膨大な数の作品を世に遺した。その作品は、「冨嶽三十六景」に代表さ

れるような、大胆な構図を巧みな線と、北斎色ともいえる象徴的な色使いで仕

上げており、独創的な画風は、多くの絵師たちに大いなる影響を与えた。 

本展は、葛飾北斎の代表作「富嶽三十六景」をはじめ、「忠臣蔵」「東海道五

十三次」といったシリーズものから、役者絵、妖怪絵のほか、西洋の技術であ

る銅版画に感銘を受けたことにより生まれた洋風画、貴重な肉筆画などの作品

を通して、北斎芸術の全貌を紹介した。 
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会期中のイベント 

〇ギャラリートーク 

「本展監修・中右 瑛 氏によるギャラリートーク」 

日 時：令和５年５月１３日（土）１４時～１５時 

場 所：１・２階展示室    

講 師：中右 瑛 氏   

 対 象：当日観覧者 

参加費：無料（要観覧料） 

 

〇講演会 

「本展監修・中右 瑛 氏 北斎 波乱万丈９０年の人生」 

日 時：令和５年５月１４日（日）１４時～１６時   

場 所：２階講座室    

講 師：中右 瑛 氏 

 対 象：当日観覧者 

参加費：無料（要観覧料） 

定 員：先着５０名 
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２． アニメーション美術の創造者 新・山本二三展 

～天空の城ラピュタ、火垂るの墓、もののけ姫、時をかける少女～ 

種 別 特別展 

会 期 令和５年７月８日（土）～令和５年９月１０日（日） 

休 館 日 月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日休館）、８月は無休 

主 催 浜松市、Daiichi-TV 

協 力 絵映舎、日東電工 

観 覧 料 一般：１２００円（９６０円） 

大学生・専門学校生・高校生：８００円（６４０円） 

２０名以上の団体：１人あたり（ ）内の料金 

中学生以下：無料、７０歳以上：６００円 

障害者手帳等所持者及びその介護者１名：無料 

担 当 児玉実佳 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

チラシ             展示風景 

趣  旨 

『天空の城ラピュタ』（１９８６年）、『火垂るの墓』（１９８８年）、『ものの

け姫』（１９９７年）など、誰もが知る国民的アニメーション映画で美術監督を

務めた山本二三の画業を紹介する展覧会。１９７８年、若干２４歳で『未来少

年コナン』の美術監督に抜擢されて以降、確かな画面構成と細部に至るまでの

精緻な描き込みにより、宮崎駿・高畑勲の両監督を支え、日本のアニメーショ

ンを世界に誇る文化へと押し上げた。その後も、細田守監督の『時をかける少

女』（２００６年）、新海誠監督の『天気の子』（２０１９年）においても名シー

ンを演出した。 

本展では、初期から最新作までの手書き背景画に加え、制作の過程で生み出

された未公開の美術設定やイメージボード、制作用具など約２３０点を展示し

たほか、制作の様子や過去の作品に関するインタビュー動画を撮影し、展示し

た。また、浜松市美術館での展覧会のために制作された新作《桜舞う浜松城》

を初公開した。 
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会期中のイベント  

〇講演会 

「山本二三の絵画解説」 

日 時：７月８日（土）１４時～１５時 

場 所：２階講座室 

講 師：山本鷹生 氏（山本二三美術館副館長） 

対 象：当日観覧者 

参加費：無料（要観覧料） 

定 員：先着６０名 

 

〇ワークショップ 

「ゾートロープを作ってみよう」 

日 時：８月６日（日） 

１０時～１２時、１４時～１６時 

場 所：２階講座室 

講 師：飯室仁志（館長） 

    児玉実佳 

対 象：小学校３年生以上 

参加費：無料（要観覧料） 

定 員：先着各２０名（ホームページ事前申込） 

 

〇キュレータートーク 

日 時：７月２３日（日）１４時～１５時 

場 所：２階講座室 

講 師：久慈達也 氏（本展監修者・ＤＭＬ代表） 

対 象：当日観覧者 

参加費：無料（要観覧料） 

定 員：先着６０名 

 

    

講演会       ワークショップ    キュレータートーク 
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３． みほとけのキセキⅡ－遠州・三河のしられざる祈り－ 

種 別   企画展 

会 期   令和５年１０月１４日（土）～令和５年１２月３日（日） 

休 館 日 月曜日 

主 催   浜松市、中日新聞東海本社、テレビ静岡 

協 賛   セキスイハイム東海、静岡銀行 

観 覧 料   一般：１,４００円（１,１２０円） 

大学生・専門学校生・高校生：１,０００円（８００円） 

２０名以上の団体：１人あたり（ ）内の料金 

中学生以下：無料、７０歳以上：７００円 

障害者手帳等所持者及びその介護者１名：無料 

担 当    島口直弥 

   

      ポスター         ギャラリートークの様子 

 

趣  旨    

浜松市美術館では、令和３年３月から４月にかけて、企画展「みほとけのキ

セキ－遠州・三河の寺宝展－」（以下「みほとけ展」）を開催した。「みほとけ展」

は国指定重要文化財の１０躯や寺外初公開の７躯を含む地域を代表する諸仏を

展示したこと、遠州・三河という二地域に着目した初の仏像展であったことか

ら、２８日間で約２３，０００人を動員した。企画展「みほとけのキセキⅡ－

遠州・三河のしられざる祈り－」は、「みほとけ展」の続編と位置付け、秘仏を

はじめとした通常非公開の仏像や近年の調査でその価値が見出された仏像を紹

介するほか、「みほとけ展」では紹介できなかった地域、時代の仏像も取り上げ

た。遠州・三河のしられざる仏像の存在を再確認しながら、改めて遠州・三河

に根付いた仏教文化の価値や魅力に迫った。 
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会期中のイベント  

〇ギャラリートーク 

「学芸員による展示解説」 

日 時：１０月２１日（土）１４時～１５時 

   １１月２３日（木・祝）１４時～１５時 

    場 所：１・２階 展示室 

    対 象：当日観覧者 

   参加費：無料（要観覧料） 

  

〇トークイベント 

「帰ってきた！みほとけ仏像トークショー」 

    日 時：１０月２２日（日）１４時～１４時３０分 

    場 所：２階 講座室 

    ゲスト：みほとけ（仏像大好き芸人） 

    対 象：当日観覧者 

    参加費：無料（要観覧料） 

    定 員：５０名（先着順） 

 

〇おっさまトーク 

「所有者様による展示解説」 

日 時：１１月１１日（土）１４時～１５時 

場 所：１・２階 展示室 

講 師：仏像所有者様 

対 象：当日観覧者 

    参加費：無料（要観覧料） 

 

〇記念シンポジウム 

「仏像フロンティア 遠州地域の仏教文化圏」  

日 時：１１月１２日（日）１０時～１２時３０分  

場 所：浜松市地域情報センター（１階ホール） 

登 壇：岩佐光晴 氏（成城大学教授） 

山岸公基 氏（奈良教育大学教授） 

田島 整 氏（上原美術館上席学芸員） 

島口直弥 

       対 象：事前申込をされた方 

参加費：無料 

定 員：１００名（ホームページ事前申込） 
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シンポジウムフライヤー 

 

〇教員のための仏像講座 

日 時：１１月２６日（日）１０時～１２時 

場 所：１・２階 展示室、２階 講座室 

講 師：島口直弥 

対 象：幼稚園、小・中学校、高等学校、特別支援学校教員、教育委員 

会事務局等職員 

参加費：無料（保護者のみ要観覧料） 

定 員：５０名（ホームページ事前申込） 

※希望者は「子どもわくわく仏像鑑賞教室」の見学可 

 

〇ワークショップ 

「子どもわくわく仏像鑑賞教室」 

日 時：１１月２６日（日）１４時～１６時 

場 所：１・２階 展示室、２階 講座室 

講 師：島口直弥 

対 象：小学生（３年生以下は保護者同伴）・中学生 

参加費：無料（保護者のみ要観覧料） 

定 員：１５名（ホームページ事前申込） 
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４． 浜松市第７１回市展 

種 別 公募展 

会 期 令和６年２月１０日（土）～令和６年３月１３日（水） 

主 催 浜松市 

観 覧 料 無料 

担 当 市川智久、内山智惠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ポスター              展示風景 

 

趣  旨 

 美術の創作と鑑賞を勧め、郷土の文化・芸術の向上を図るため、広く市民か

ら作品を募集し、第７１回の市展を開催した。 

 

応募点数 ３１６点    入選者数 ２６０点 

 絵画  １８４点     絵画  １６３点 

 彫刻    ６点     彫刻    ５点 

 書    ３１点     書    ２２点 

 工芸   ２５点     工芸   １６点 

 写真   ７０点     写真   ５４点 
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Ⅲ 教育普及事業 

１．団体鑑賞（学校や施設等の団体の利用の受け入れ） 

展覧会名 利用団体数 利用人数 

北斎展 １２団体 ７４３人 

新・山本二三展 ２８団体 １０６２人 

みほとけのキセキⅡ １４団体 ６２７人 

 合計 ２４３２人 

 

２．ギャラリートーク（学芸員・作家等による作品解説） 

展覧会名 日程 参加人数 

北斎展 ５/１０ ７人 

 ５/１３ 

（ゲスト：中右 瑛 氏） 

３３人 

 ５/２１ １６人 

 ６/６ ６０人 

 ６/９ ７人 

新・山本二三展 ７/７（内覧会） ５３人 

 ７/１４ ３３人 

 ７/１９ ３６人 

みほとけのキセキⅡ １０/１２（内覧会） ５０人 

１０/２１ ５０人 

１１/１１ 

（ゲスト：仏像所有者様） 

５０人 

１１/２３ 

（ゲスト：久保沙里菜 氏） 

５０人 

 １２/３ ５０人 

合計 ５４５人 

 

３．講演会（作家・専門家等による講演） 

展覧会名 日程 講師 参加人数 

北斎展 ５/１４ 中右 瑛 氏 ５０人 

新・山本二三展 ７/８ 山本鷹生 氏 ７０人 

 ７/２３ 久慈達也 氏 ６０人 

みほとけのキセキⅡ １０/２２ みほとけ 氏 ５０人 

１１/１２ 

（シンポジウム） 

 

 

岩佐光晴 氏 

山岸公基 氏 

田島 整 氏 

島口直弥 

９６人 

 

 

 

  合計  ３２６人 
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４．ワークショップ（展覧会の内容に応じた表現・鑑賞活動） 

展覧会名 日程 講師 参加人数 

新・山本二三展 ８/６（全２回） 飯室仁志 

児玉実佳 

４０人 

みほとけのキセキⅡ １１/２６ 
（子ども仏像鑑賞教室） 

島口直弥 １６人 

  合計 ５６人 

 

５．外部講座（美術館の収蔵品や展覧会等に関する講座、出張授業等〔※他団

体等主催事業への参加含む〕） 

展覧会名 日程 場所・団体 講師 参加人数 

みほとけのキセキⅡ ７/２７ みをつくし文化センター 島口直弥 ５０人 

９/１０ 浜松市西部協働センター 島口直弥 

久保沙理菜 氏 

５０人 

その他 ５/１１ 聖隷クリストファー大学 島口直弥 ２５人 

６/１ 浜松市立都田小学校 島口直弥 １３人 

７/１ 浜松市立中ノ町小学校 島口直弥 ６０人 

８/１ 浜松市教育研究会 島口直弥 ６０人 

８/２２ 安城市教育研究会 島口直弥 ３０人 

１０/２ 浜松市立蒲小学校 島口直弥 ９０人 

１０/５ 浜松市立都田小学校 島口直弥 １３人 

１０/１５ 静岡県文化財課 

浜松市文化財課 

増井敦子 

島口直弥 

３０人 

１１/１ 浜松市立八幡中学校 島口直弥 ６０人 

１１/２ 浜松市立八幡中学校 島口直弥 ６０人 

１１/９ 静岡文化芸術大学 島口直弥 ３０人 

１１/２０ 浜松市立麁玉中学校 島口直弥 １２０人 

１１/２２ 磐田市立竜洋中学校 島口直弥 １５０人 

１１/２８ 浜松市立佐鳴台中学校 島口直弥 ９０人 

１２/１ 浜松市立天竜中学校 島口直弥 １５０人 

１/１６ 浜松学院大学 島口直弥 ２５人 

１/１９ みをつくし文化センター 増井敦子 ５０人 

１/３１ 静岡県博物館協会 島口直弥 ３０人 

２/２ 浜松中部学園 島口直弥 ５０人 

２/５ 浜松市立篠原小学校 島口直弥 ９０人 

２/７ 浜松市立積志中学校 島口直弥 １５０人 

   合計 １４７６人 
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６．実習・研修等（中学生の職場体験、大学生の博物館実習、教員研修等） 

活動の名称 学校名 人数 

博物館実習 京都芸術大学 

実践女子大学 

２人 

職場体験 浜松市立可美中学校 

中部学園 

６人 

教員研修 浜松市教育センター 

（初任者研修） 

５０人 

浜松市、静岡市他教員 

（みほとけのキセキⅡ） 

３３人 

 合計 ９１人 

 

７．公募展（市民の作品展示の機会を提供） 

展覧会名 日数 来館者数 

第７１回市展 ２８日間 ４３７１人 

 合計 ４３７１人 
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Ⅳ 資料収集保存事業 

１．新収蔵品 

No 作者名 作品名 制作年 材質・形状 
寸法

（mm） 

受入

区分 

1 原田京平 雪 1931 
キャンパス・油

彩 
945×800 寄贈 

2 原田京平 肥後南関風景 1933 
キャンパス・油

彩 

970×

1320 
寄贈 

3 原田京平 岡山縣神の嶋 1934 
キャンパス・油

彩 

970×

1320 
寄贈 

4 原田京平 鮎帰の秋 1935 
キャンパス・油

彩 

800×

1060 
寄贈 

5 原田京平 求麻川の秋 1935 
キャンパス・油

彩 
760×950 寄贈 

6 
佐々木 

松次郎 

奈良 

東大寺 大仏 
1959 頃 板・油彩 330×240 寄贈 

7 
佐々木 

松次郎 

大原野里 

三千院 

阿弥陀仏 

1959 板・油彩 240×332 寄贈 

8 
佐々木 

松次郎 

奈良 

猿沢の池 
1959 頃 板・油彩 460×535 寄贈 

9 
佐々木 

松次郎 
大和 法起寺 1968 

キャンパス・油

彩 
455×607 寄贈 

10 山下青厓 花鳥図屏風 1903 紙本着色 
1300×

463 
寄贈 

11 ― 

インカ裂 

（チャンカイ

織改） 

1000～

1470 頃 
獣毛 300×600 寄贈 

12 ― コプト 1 
4、5 世

紀頃 
亜麻、羊毛 300×300 寄贈 

13 ― コプト 2 
5、6 世

紀頃 
亜麻、羊毛 270×390 寄贈 

14 ― コプト 3 
4、5 世

紀頃 
亜麻、羊毛 230×565 寄贈 

15 ― コプト 4 
4、5 世

紀頃 
亜麻、羊毛 90×340 寄贈 
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《碇泊中の二隻の和蘭船》 

《フランス人図》 

16 ― コプト 5 
4、5 世

紀頃 
亜麻、羊毛 380×280 寄贈 

17 ― コプト 6 
7、8 世

紀頃 
亜麻、羊毛 570×370 寄贈 

18 ― コプト 7 
5～7 世

紀頃 
亜麻、羊毛 310×510 寄贈 

19 ― コプト 8 
5～7 世

紀頃 
亜麻、羊毛 200×80 寄贈 

20 ― コプト 9 
8 世紀

頃 
亜麻、羊毛 270×270 寄贈 

21 ― コプト 10 
7 世紀

頃 
亜麻、羊毛 200×80 寄贈 

 

２．収蔵作品貸出歴 

No 貸出作品 展覧会会場 展覧会名 
展覧会開催

期間 

1 
八木幾郎 

「在る日」 
多摩美術館 

八木幾朗退職記念展 

「戦争と人間」 

2023.5.1- 

5.22 

2 
池田学 

「再生」 

オデイン美術館

(北米） 

「Ikeda Manabu ： 

Flower from Wreckage」 

2023.6.24- 

10.9 

 

３．美術作品の修復 

 No 分類 作品名 

1 ガラス絵 時計を持つ紅毛少女 

2 ガラス絵 紅毛母子図 

3 ガラス絵 砦のある西洋風景 

4 ガラス絵 西洋風景図 

5 ガラス絵 楼閣山水図 

6 ガラス絵 遭難図 

7 ガラス絵 紅毛武人一家の図 

8 ガラス絵 碇泊中の二隻の和蘭船 

9 ガラス絵 フランス人図 

10 ガラス絵 船舶 

11 ガラス絵 オランダ船団とカッター 

12 ガラス絵 鸚 
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Ⅳ 館内案内 

１．館内案内図 
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